
平成２３年度 第３回 大垣市民病院地域医療支援病院に関する委員会 

 

開催日時 平成 23年 12月 26日（月）午後 1時 30分から午後 2時 50分まで 

開催場所 大垣市民病院 2病棟 1階会議室 

議題 （１） 前委員会時の課題について 

（２） 開放型病床の利用状況について 

（３） 各種実績報告について 

（４） その他 

出席委員 委員長  山川 隆司（大垣市医師会長） 

副委員長 杉山 勝治（大垣歯科医師会長） 

委員   鈴木 一朗（弁護士） 

委員   和田 育穂（大垣市医師会） 

委員   近藤 潤一郎（大垣市医師会） 

委員   船戸 崇史（養老郡医師会） 

委員   片野 雅文（大垣歯科医師会） 

委員   村瀬 利明（薬剤師会大垣支部長） 

委員   久保田 芳則（西濃保健所長） 

委員   伊藤 恒子（日本中央看護専門学校長） 

委員   竹中 昌子（大垣市連合婦人会長） 

会議の公開 公開 

審議概要 （１） 前委員会時の課題について 

＜課題１＞紹介患者への返書の確実な作成 

①上級医の若手医師に対する指導、②電子カルテに取り込んだ紹介状をタイムリーに把握する、③医師の周知と看護師への協

力依頼 

＜課題２＞MSWの担当していない患者への退院支援 

患者のケアマネから依頼等あれば病棟に連絡し対応する 

（２） 開放型病床の利用状況について 

11月から 5床から 10床へ増床した。外科系５床、内科系４床、小児科系１床を設置。部屋は全て多床室。 

（質問１）個室希望のときは。→一般の紹介患者として入院申し込みする。 

（質問２）満床時は。→一般病床へ入院し、空き次第開放型病床へ転床。 

（質問３）介護に疲れて一時的な預かりを希望したい→レスパイト入院になるが、急性期の大垣市民病院では行っていない。

医師の、入院が必要との判断があれば入院できるもの。 

（質問４）開業医は共同診療として手術室へ入ることができるか。→これまでに入った例はある。 

（質問５）開放型病床の手続きを再度案内してほしい。→もう一度あらためて紹介する。 

（３） 各種実績報告について 

＜紹介率＞：平成 23年 4月から 11月まで（月平均）：45.1％ 

＜逆紹介率＞：平成 23年 4月から 11月まで（月平均）：65.8％ 

（質問）逆紹介時の情報提供で「後日、経過を報告」とあっても、報告が来ない。改善してほしい。 

→院内紹介で他科へ転科の場合、紹介患者である把握が難しい。開業医の先生からいつでも請求していただきたい。 

＜職員研修会等＞：平成 23年 4月から 11月まで 

①内容：コメディカルオープン勉強会、病診連携カンファレンス、がん研修会等 

②開催状況（医療従事者向け）：開催数 30回、院外受講数 305人、院内受講数 1,876人 

＜市民公開講座＞：平成 23年 4月から 11月まで 



①内容：糖尿病公開講座、成人気管支喘息教室、各種医療に関する公開講座 

②開催状況：開催数 13回、院外受講数 696人、院内受講数 56人 

＜よろず相談センターだより＞ 

（質問）配布先と今後の発行予定は。 

→配布は西濃２市４郡の各医療機関。年２回発行予定。 

（４） その他 

＜土曜日の診察・検査予約の対応について＞ 

（質問）土曜日の診察・検査予約の受付をしてほしい。 

→試行的に１・２月の土曜日午前中に行う。試行開始日は 1月中に回答する。 

次回開催 平成 23年度第４回は 3月の開催とする 

 


